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川越キリスト教会の歴史を引き続き市民へ紹介することについて

川越キリス ト教会の歴史を紹介する2つの貴重な本は国立国会図書館や埼玉

県立熊谷図書館、川越市立図書館でも所蔵されています。それは松平惟太郎
司祭執筆の「蔦の教会∵川越基督教会百年史」(1980年毎日新聞社刊)と 川越

基督教会 130年史編纂委員会編「川越基督教会 130年史」 (2008年川越基

督教会発行)です。同書は川越キリス ト教会の歴史を理解しやすいように学
ぶことができる物です。他に、松村恒夫氏も川越ベンクラプの季刊誌「武蔵
野ペン」で初雁幼稚園の園児の頃の思い出話を載せ、松村祐二氏も川越市文

化財保護協会の機関誌「川越の文化財」で、煉瓦の礼拝堂について書くなど、
信徒が個人的に教会関係の文章を公開することもあるようです。本であつて

も記事や随筆などであっても、自分の体験を記録 したり、歴史資料を生かし

たりすることは重要な事です。

私も川越キリス ト教会の歴史を紹介する機会は 4年ほど前に初めてありまし

た。2012年秋、川越市制 90周年記念事業の 1つとして、「川越の海を越え
た交流」という簡単なパンフレットを川越・セーレム親善協会が編集し、発
行しました。「川越の海を越えた交流Jと いう題にした理由は、欧米出身の

私が長年川越で暮らしてみて、19世紀後半より欧米から川越を訪ねたり、住
民になつたりした先輩たちから学ぶべきことが多くある、と深く感じたから
です。また、川越の人たちも海を越えた先輩たちから学ぶべきこともあるの

ではないかと思いました。

バンフレットで紹介した欧米人の大半は川越キリス ト教会で活躍した5人の

婦人宣教師です。発行後、川越の国際交流史の研究を続け、川越基督教会資
料保管委員会の山本元氏などの協力を得て、教会歴史資料を本格的に研究す
るようになりました。「蔦の教会す川越基督教会百年史」や 「川越基督教会
130年史」などのもとになつた歴史資料がどのくらい魅力的なのか、という
こともわかるようになりました。

但し昨年まで、良い歴史資料が多くあっても正確な目録はまだできておらず、
利用するのに困難な状態がありました。幸いに、昨年のお盆のころより資料
委員会の働きにより歴史資料の整理が本格的に始まり、少しずつ利用しやす
くなつてきているところです。

教会の欧米婦人宣教師や田井正一司祭なども含め、川越の国際交流に関わつ
た人物の活動などを社会に紹介する事もあります。例えば 2年ほど前、「明
治期における田井司祭と宣教師の働き」の題名で川越キリス ト教会の信徒を
中心に講演する機会がありました。他に、川越の国際交流史をテーマにして
公民館などでも講演が予定されています。

来る11月 、川越市の南公民館では「川越キリス ト教会と田井正一Jの講演
が与えられました。準備のために『100年史」や「130年史J、 教会の保存
資料なども利用しています。但し、田井司祭などと関係がある古い資料は毛
筆で読むのに苦労します。例えば、埼玉県立文書館所蔵の明治後半に田井司
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祭が書いた初雁幼稚園前身の設立申請資料や、私立川越女学校設立申請資料

などがあります。そのため今年の3月 、委員会は古文書を解読する会を設け

ましたし、9月 には同館主催の古文書解読講習会にも参加を予定しています。

資料委員の得意なことは様々です。山本委員長は資料がもつと教会外でも知

られるようにとの夢があり、私たち委員へもその気持ちが伝凄されています。

自分の読んでいる教会内外の資料について興味深い話もしてくれます。また、

資料保存の流れの全体を把握し、良い組織を設置する才能がある委員、教会

の資料をデジタル化することやインターネットで整理する才能がある委員、

教会以外の資料を集めることのできる委員、音文書の解読ができる委員、英

語の資料を日本語に翻訳できる委員、などもいます。勝手な希望ですが、委

員の人たちの力を続いて借りて、良い資料による興味深い楽しい語りを南公

民館の講演会で紹介したいと思つています。 |

(ド ゥエル・べ十り記)
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